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室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
全
51
通
３
冊
の

古
文
書
群
「
大
宝
院
所
蔵
文
書
」
が
、
昨
年
12
月
25

日
、
新
た
に
市
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
古
文
書
群
が
伝
わ
る
大
宝
院
は
、
も
と
も
と

六
大
院
大
宝
坊
と
称
し
て
、
文
安
元（
１
４
４
４
）年

に
奄
芸
郡
窪
田（
現
在
の
大
里
窪
田
町
）に
創
建
さ
れ

ま
し
た
。
六
大
院
は
、
京
都
の
醍
醐
寺
の
末
寺
で
、

歴
代
天
皇
の
勅
願
の
綸
旨
を
賜
る
寺
院
で
し
た
。
後

に
、
寺
院
建
物
は
兵
火
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
天

正
８（
１
５
８
０
）年
、
大
門
の
観
音
寺
境
内
へ
移
転

し
、
再
興
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
慶
長
５（
１
６

０
０
）年
に
津
城
下
が
兵
火
に
遭
っ
て
六
大
院
も
被

害
を
受
け
ま
し
た
が
、
藤
堂
高
虎
が
津
城
主
に
な
り
、

津
城
の
大
改
修
と
津
の
町
づ
く
り
を
行
う
中
で
、
観

音
寺
の
あ
っ
た
場
所
が
津
城
の
鬼
門
に
当
た
る
と
し

て
、
観
音
寺
と
と
も
に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
20

年
に
は
、
戦
災
に
よ
り
観
音
寺
境
内
が
全
焼
し
ま
し

た
が
、
昭
和
43
年
に
再
興
し
、
現
在
は
観
音
寺
大
宝

院
「
津
の
観
音
さ
ん
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
歴
史
の
中
で
、
幸
い
に
も
難
を
逃
れ

た
古
文
書
群
は
、
大
宝
院
の
由
緒
、
歴
史
を
語
る
上

で
重
要
で
あ
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
三
重
県
内

で
数
少
な
い
天
皇
の
勅
願
所
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る

天
皇
綸
旨
や
女
房
奉
書
、
朝
廷
と
の
取
り
次
ぎ
を
果

た
す
京
都
の
公
家
と
の
関
係
を
示
す
文
書
が
良
好
な

状
態
で
伝
わ
る
ほ
か
、
醍
醐
寺
の
末
寺
の
ゆ
え
ん
に

よ
る
一
括
文
書
も
残
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
中
世
か
ら

近
世
へ
歴
史
が
流
れ
る
中
で
豊
臣
秀
吉
よ
り
寺
領
１

０
０
石
が
与
え
ら
れ
た
朱
印
状
や
寺
領
を
示
す
文
禄

３（
１
５
９
４
）年
の
検
地
帳
の
ほ
か
、
徳
川
２
・
３

代
将
軍
に
よ
る
寺
領
寄
進
の
朱
印
状
な
ど
の
寺
領
関

係
資
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

こ
の
古
文
書
群
は
、
質・量
と
も
に
市
内
で
は
他
に

類
が
な
く
、
保
存
状
態
も
良
好
な
こ
と
か
ら
、
今
回

市
の
指
定
有
形
文
化
財
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
宝
院
が
所
蔵
す
る
資
料
は
、
津
観
音
資
料
館
で

公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
３
月
13
日（
金
）〜
５

月
17
日（
日
）の
期
間
中
は
、
今
回
指
定
し
た
「
大
宝

院
所
蔵
文
書
」
を
は
じ
め
、
昨
年
、
県
指
定
有
形
文

化
財
と
な
っ
た
虚
空
蔵
菩
薩
像
な
ど
大
宝
院
に
伝
わ

る
多
く
の
資
料
が
、
垂
水
に
あ
る
石
水
博
物
館
の
企

画
展
で
、
展
示
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

大
宝
院
の
歴
史
と
文
化
財
に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

あ
ん

き

ち
ょ
く
が
ん

こ
く
う
ぞ
う
ぼ
さ
つ
ぞ
う

り
ん
じ
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